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■歩いて暮らせる新しいまちづくり
ビジ ン

■歩いて暮らせる新しいまちづくり
ビジ ンビジョンビジョン

集う
商う

集う

住ま 持続可能な歩いて暮らせる住
う

歩く

まちづくりの実現のため、
各種まちづくり計画の背景と
なるまちづくりの方向性を検討

歩
なるまちづくりの方向性を検討
する際の指針として
福島県が平成２０年９月に福島県が平成２０年９月に
取りまとめたもので、
市町村や商工団体、まちづくり
関係団体をはじめ広く県民の
方々に「まちづくりの手引書」と
して活用していただくものですして活用していただくものです。



■まちなかの様子

会津若松市（昭和４０年代）

現在
会津若松市（昭和４０年代）

福島市（昭和４０年代）



■まちをとりまく現状と問題点

（１）人口減少と急速な少子高齢社会の進行

（２）自動車の普及（モータリゼーションの進展）（２）自動車の普及（モ タリゼ ションの進展）

都 密（３）都市の郊外化・低密度化

（４）自然環境への負荷の増大

（５）中心市街地の空洞化（５）中心市街地の空洞化



■まちをとりまく現状と問題点

（１）人口減少と急速な少子高齢社会の進行

からの減少数H１７からの減少数
10年で １１６千人（▲６％）
20年で ２７０千人（▲13％）

2009(H21) 2,044,914人

30年で ４４３千人（▲21％）

※ 総務省人口動態調査（２００８ ３→２００９ ３）※ 総務省人口動態調査（２００８．３→２００９．３）

福島県▲１１，７８６人



■まちをとりまく現状と問題点

通勤・通学時における自動車利用率（H12国勢調査）
（２）自動車の普及（モータリゼーションの進展）

県平均 約６９％

１世帯当たりの
自家用車台数自家用車台数

(H20.3)
福島県 １．５１台
全国平均 １．０９台
東京都 ０．５１台

子供や高齢者など自動車を
自由に利用できない人にとって
住みにくいまちになる

6

住みにくいまちになる



■まちをとりまく現状と問題点

（２）自動車の普及（モータリゼーションの進展）

乗合バス輸送推移（福島県資料）
自動車への過度な依存は乗合バス輸送推移（福島県資料）
公共交通の衰退を招き、
住みにくいまちになる



■まちをとりまく現状と問題点

人口集中地区の変化

（３）都市の郊外化と低密度化 【郡山市】面 積 ３．０倍
人口密度 ０．７倍

都 が 密度人口集中地区の変化 都市が低密度に拡大すると、
持続的発展が困難になる

図 DIDの変化（郡山市） ※総務省「国勢調査」図 DIDの変化（会津若松市） ※総務省「国勢調査」



■まちをとりまく現状と問題点

（４）自然環境への負荷の増大

運輸部門における機関別
CO２排出量
（全国・2005年）

自動車に過度に依存せずCO2排出量削減を図らないと、地球温暖化が進み環自動車に過度に依存せず 排出量削減を図らな と、地球温暖化が進み環
境問題の深刻化が懸念される



■まちをとりまく現状と問題点

（５）中心市街地の空洞化
中心市街地の空洞化は、各種機能の
拡散をもたらし、生活利便性が低下する

郊外部と比べ
高い地価

住宅の郊外化

学校･病院等
公共公益施設

市街地の拡大 中心市街地の駐車
場等の整備遅れ

公共公益施設
の郊外移転

中
心

中心市街地居
住者の減少

モータリゼー
ションの進展 消費行動広域化 大規模小売店

舗等の郊外立

心
市
街
地
のションの進展 舗等の郊外立

地
の
空
洞
化

中心市街地
の急速な高
齢化・担い
手不足

新規参入減少・新陳
代謝不足・意欲低下

個店、商店街
の魅力の低下

化

来街者の減少

手不足



■新しいまちづくりの必要性

このまま進んだ場合のまちの姿まちをとりまく現状と問題点

急速な少子高齢化と 生活利便性が低下する急速な少子高齢化と
人口減少

モータリゼーション
の進展

生活利便性が低下する

暮らしにくいまち

の進展

都市の
郊外化・低密度化

地域の魅力を喪失したまち

自然環境への負荷の増大

中心市街地の

持続可能な発展が困難なまち
　（環境問題・自治体財政の悪化）中心市街地

空洞化

「車」中心のまちづくりから「人」中心の新しいまちづくりへの転換



■歩いて暮らせる新しいまちづくりとは

「車」中心のまちづくりから「人」中心のまちづくりに転換し、

「誰もが安心して暮らしやすい魅力的で持続可能なまちづくり」「誰もが安心して暮らしやすい魅力的で持続可能なまちづくり」

を実現することです

誰もが安心して 歩いて暮らせる 環境への負荷の少ない誰もが安心して

暮らしやすいまちづくり

歩いて暮らせる

コンパクトなまちづくり

環境への負荷の少ない

持続可能なまちづくり

多様な主体が連携、協力して総合的に推進

「誰もが安心して暮らしやすい魅力的な持続可能なまちづくり」を実現



まちの将来像

地域の拠点 過度に自動車に依存せず、
鉄道やバスなど公共交通で

居住地

移動できるまち

中心部
（まちなか）

まちなかと田園地域
との共生や連携が
できるまち

居住地

商店や病院、
図書館などへ

居住地 歩いて行けるまち

祭りやイベントなど
賑わいのあるまち



平成２１年度の取組み



持続可能な歩いて暮らせるまちづくり
市町村取組み状況市町村取組み状況

■持続可能な歩いて暮らせるまちづくりに■持続可能な歩いて暮らせるまちづくりに

取組む市町村数

平成２０年度 ３０市町村

村＋５市町村

平成２１年度 ３５市町村（10月末現在）

新しい福島県商工業振興基本計画

成 年度 村 標

新しい福島県商工業振興基本計画
成果指標に設定

平成２６年度 ５９市町村（全市町村）目標



実行戦略①土台づくり ２１年度の主な事例

猪苗代町歩いて暮らせるまちづくり推進委員会

■ビジョンの具現化を図ろうとするもの
■今後、空き店舗や蔵の有効活用、軽トラ市、
名所旧跡の活用 地元学の推進 景観整名所旧跡の活用、 地元学の推進、景観整
備等に取組んでいく予定

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催状況

奥州街道・宿場町をつなぐ交流やネットワークづくり

■奥州街道宿場町見聞会参加団体■
白河市：本町復起会
矢吹町：やぶき軽トラ市実行委員会
須賀川市：風流のまち創出プロジェクト須賀川市：風流のまち創出プロジェクト
須賀川市：須賀川知る古会
福島市：松川・まちづくり委員会
福島市：ふくしま花案内人
桑折町：歩いて楽しめる地域づくり懇談会
（H21.10.4開催）



実行戦略②まちなか機能 ２１年度の主な事例

情報機能・商業機能 情報機能・商業機能

まちなかひろば 魅力発信ﾌﾟﾗｻﾞ（ﾊｰﾓﾆｰｽﾃｰｼｮﾝ）、ﾊｰﾓﾆｰ情報館

子育て支援機能

（南相馬市、H21.4.22ｵｰﾌﾟﾝ）

情報機能・商業機能

（郡山市、H21.9.5ｵｰﾌﾟﾝ）

元気いきいき応援ﾌﾟﾗｻﾞ
（本宮市、H21.10.1ｵｰﾌﾟﾝ）

ｺﾐｭﾆﾃｨ施設「きた六」
（国見町、H21.8.12ｵｰﾌﾟﾝ）



実行戦略③賑わい創出 ２１年度の主な事例

まちなかの演出 買い物したくなる仕掛けづくり

商店街

おもてなしの向上

商店街のｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ
（塙町、H21.12.6ｽﾀｰﾄ）

こおり三元車祭
（桑折町、H21.9～10月）

店舗でのおもてなし
（会津坂下町）



実行戦略③賑わい創出 ２１年度の主な事例

回遊性の高まる環境づくり（ひなめぐり、まちなか展覧会など）

２～３月にかけては、喜多方市、会津若松市、

桑折町、相馬市、須賀川市、白河市、二本松市、

福島市飯野町の商店街でひな巡りを実施



実行戦略④交流と観光 ２１年度の主な事例

まちなかと田園地域の連携 学生との連携

やぶき軽トラ市
高校生によるｽｲｰﾂﾏｯﾌﾟ作成

地域資源を生かした交流・観光の促進

やぶき軽トラ市
（矢吹町、H21.6.21ｽﾀｰﾄ）

（いわき市、H21.11.2完成）

まちなかと田園地域の連携

道の駅ばんだい
（磐梯町、H21.8.16ｵｰﾌﾟﾝ）

まちなかでの田園地域産品販売
（郡山市、ﾊｰﾓﾆｰｽﾃｰｼｮﾝ）



実行戦略⑤まちなか交通システム ２１年度の主な事例

新たな公共交通システム デマンド交通システム拡大

【郡山市総合都市交通戦略】
交通実証実験を行いながら 地域別交通体系の具交通実証実験を行いながら、地域別交通体系の具
体施策検証や実現化を図る。
H21は①「まちなか循環バス」(11月)、②「富田～西
ノ内～安積を結ぶバス」(12月)、③「西田町デマンド
交通」(12月)の実証実験を実施。

e-まちﾀｸｼｰ区域拡大、病院ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ導入
（南相馬市 H21 9 1実証実験ｽﾀｰﾄ）

レンタサイクルの導入

（南相馬市、H21.9.1実証実験ｽﾀ ﾄ）

左：まちなか循環バス
右：西田町デマンド交通
（郡山市、H21実証実験） （二本松市、H21.4.1ｽﾀｰﾄ）



■新しいまちづくりの主体

○多様な主体の取り組みと互いの連携・協力が必要。
○まちづくりの輪を広げ、より多くの力を集結。

学生
住民

町内会

NPO 事業者

企業等

誰もが安心して

暮らしやすい

魅力的で持続可能な

関係

団体

まち

づくり

団体

福祉

環境
魅力的で持続可能な

まちづくり

団体団体

商業者 マスコ

環境

教育

文化・スポーツ

農林漁業

建設業等

行政
商工

学校

商業者 マスコ

ミ等

商 会 行政団体 学校

国・県・市町村

商工会議所

商工会

商店街等



誰もが安心して

皆さんで力を合わせて

暮らしやすい

魅力的で持続可

能なまちづくり 「新しいまちづくり」に
取り組んでいきましょう

能なまちづくり



～これからの社会資本整備の考え方～

『『元気ふくしま、元気ふくしま、元気 くし元気 くし

地域づくり・交流促進事業地域づくり・交流促進事業』』地域 くり 交流促進事業地域 くり 交流促進事業』』

についてについてに いてに いて

平成22年2月9日
福島県 土木部 まちづくり推進課

加藤保浩



これからの社会資本整備の考え方

従来型
これからの

社会資本整備
人口減少
超高齢化 活力ある超高齢化
成熟社会

活力ある
県づくりの

ために

まちづくりや

○暮らし方、住まい方
○地域活力、地域経営 ・人口動態

社会資本の絶対量の不足
（人口の急激な増加）

○改良率、整備率追求に

まちづくりや
地域づくりの
気運の高まり

○地域活力、地域経営
を支援するインフラ整備

・人口動態
・高齢化人口
・１～３次産業

分布状況
・企業の動向
・工業出荷額ビジョンを地域全体

（人口の急激な増加）

よる整備

○全国画一の整備メニュー

○たて割 単発的整備に
連携の必要性

業出荷額
・農業生産額
・林業生産額
・教育施設、医療

施設の動向
・観光入込み客数

宿泊者数

で共有

安全・安心で活力ある県づくり
を支援する社会資本整備

○たて割・単発的整備に
よる量的供給

○PLAN   DO   DO DO！

・宿泊者数
・新たな観光資源
・就労人口と雇用

・・・・・
etc

事業の戦略
性

企業誘致 地域産業振興

県施策との
関連性

・企業誘致
・観光振興
・定住二地域居住

・地域産業振興
・県産品販路拡大
・医療、福祉充実

地域要望
(陳情)優先

整備量
優先



地域づくりを支援する社会資本

地域固有の

地域資源（地域の宝）への気づき
地域固有の

多彩な風土
歴史、文化、自然など

人、絆、コミュニティー
地域への思い
（愛着心や誇り）

交流
連携連携・協働

と役割分担

他地域で
の地域活動

地域住民

地域づくり
団体

市町村

ビジ ンの共有 戦略策定

と役割分担 異なる
産業分野

福島県

団体

地域への問いかけ
(地域が真に望むもの)

ビジョンの共有・戦略策定

地域の実情にあった施策展開 身の丈にあった取り組み

地域住民とともに行う
ソフト事業

地域にとって必要な
ハード事業

継続性 発展性 真に必要な社会資本整備

連携 他部局

・人と地域が輝く活力ある県づくり
・人々の温かさや、きづなが息づくコミュニティづくり など

継続性・発展性 真に必要な社会資本整備

地域に住む人々が描く、将来の姿の実現



福島県における地域づくりの取り組み
企画調整部

◆地域づくり

商工労働部

◆戦略的中心市街地 ◆地域づくり
総合支援事業

◆地方の元気再生事業（国）

◆活力ある

◆戦略的中心市街地
商業等活性化支援事業

◆中小商業活力向上事業

t

相互に補完・連携

◆活力ある
地域づくり支援事業

etc

etc

各部局の強みを生かした

農林水産部 土木部

各部局の強みを生かした

元気な地域づくり

農林水産部

◆耕せふくしま！
遊休農地再生事業

土木部

◆元気ふくしま、地域
づくり・交流促進事業

その他の部局

◆うつくしま文化元気
◆農山漁村活性化ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄ支援交付金

◆地域興しﾏｲｽﾀｰ
派遣制度事業

◆地方自立・活性化交付金

◆まちづくり交付金（国）

◆街なみ環境整備事業

◆うつくしま文化元気
ﾙﾈｻﾝｽ事業

◆景観形成総合支援事業

◆やさしいまちづくり派遣制度事業

etc
etc

◆やさしいまちづくり
推進資金

etc



元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業

スキーム



元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業

目的

• 本県の多彩な自然、歴史、文化、風土や地域資
源を活用した持続的成長が可能な地域づくりを

目的

源を活用した持続的成長が可能な地域づくりを
図ると同時に、

・交流人口の拡大に結びつく戦略を市町村や地域団交流人口の拡大に結びつく戦略を市町村や地域団
体・地域住民とともに策定しつつ、

・各主体の役割分担のもとソフト・ハード両面から
地域活性化のための仕掛けづくりと、

・魅力ある地域づくりを推進するため、県が行う必
要な事業制度を確立し要な事業制度を確立し、

・もって個性と魅力あるまちづくりに寄与すること
を目的とする。を目的とする。



元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業

地域づくり方針

地域資源の活用 後世への継承地域資源の活用
文化や伝統、歴史的街並み等

地域資源を活用して創る
魅力ある地域づくり

後世への継承
自然との共生や環境の保全、
良好な景観の形成等をテーマに

うつくしいふくしまを魅力ある地域づくり うつくしいふくしまを
後世へ継承する地域づくり

交流人口の拡大
観光資源の活用や広域的連携

連携・協働
地域単位において、各主体の観光資源の活用や広域的連携

によって、交流人口の拡大を
図る地域づくり

連携や協働により実現される
個性と魅力ある地域づくり



「元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業」 実施フロー

地域への思い
（愛着心や誇り） 地域への問いかけ

(地域が真に望むもの)(地域が真に望むもの)



「元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業」 実施フロー



元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業

当初事業費
事業実施 懇談会延べ 懇談会延べ

実施地区数及び懇談会回数

当初事業費
地区数 開催数 参加人数

Ｈ１６ １０億円 ３０地区 １１０回 １，６００人
Ｈ１７ １０億円 ３２地区 １８３回 ２ ６００人Ｈ１７ １０億円 ３２地区 １８３回 ２，６００人
Ｈ１８ ９億円 ３１地区 ２１６回 ３，４００人
Ｈ１９ ６．３億円 ３１地区 ２０３回 ３，５２９人
Ｈ２０ ６．８億円 ３２地区 ２４２回 ４，１５４人
Ｈ２１ ６．６億円 ３０地区

Ｈ２０まで Ｈ２０まで
計 ４８．７億円 ６２地区

Ｈ２０まで
　９５４回

Ｈ２０まで
１５，２８３人



元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業

桑折町 羽州・奥州街道地区

三島町
早戸地区

郡山市 中田地区

いわき市 常磐湯本地区南会津町
伊南川沿川地区



元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業

地域資源（地域の宝）への気づき地域資源（地域の宝）への気づき

里山風景・沿道景観

歴史街道（束松峠）

里山風景・沿道景観
（あぶくまロマンチック街道）

自然景観（恋人坂）

伝統文化
（中田地区）

豊かな自然と子供達
（伊南川地区）

健康ウォーキング
（岳温泉地区）

歴史公園
（南湖地区）

伝統文化
（高田地区）



元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業
懇談会・ワークショップ

（羽州・奥州街道地区） （早戸地区）

地域住民

専門家
市町村

地域住民
学生

県庁各課 地域づくり団体
（湖南地区）

地域にとって必要なハード事業地域とともに行うソフト事業 地域にとって必要なハード事業

水質調査 清掃活動

地域とともに行うソフト事業

（中田地区） （あぶくまﾛﾏﾝﾁｯｸ街道） （中田地区）

視

（南湖地区）

生産物直活動

視
点
場
整
備

草刈りツアー
社会実験

（喜多方中心市街地地区）

まちづくり語り合い

（早戸地区）

堤防を遊歩道へ

（湯本地区）

（須賀川南部地区）

交流広場整備（足湯）

橋梁
ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ

護岸整備（船着場）

住んで良し、訪れて良しの地域づくり

（須賀川南部地区）
（伊南川地区） （飯坂温泉地区）



羽州・奥州街道地区

追分の整備

羽州街道
奥州街道

羽州街道
奥州街道



羽州・奥州街道地区

柳の木

復元

柳の句碑

「追分」

の整備

追分の整備

道標
の整備



羽州・奥州街道地区歩いて楽しめる地域づくり

三元自転車の復元 学生によるカフェ図書 軽トラ市

ホタルの棲む川ホタルの棲む川

雛めぐり桑折御蔵

【いろんな事業を取り込んでいる】
・地方の元気再生事業、建設業元気回復事業
地域づくり総合支援事業・地域づくり総合支援事業

・まちづくり交付金事業 など電線地中化



あぶくまあぶくまあぶくまあぶくま
ロマンチック街道ロマンチック街道

いいたて

国道３９９
号

なみえまちつしま

かつらお

たむらしみやこじ

かわうち

５地区あわせて５地区あわせて
「いなかみち」



あぶくまロマンチック街道

山林の手入れ

地域住民との懇談会

ざ ぱりしたこざっぱりした
里山風景

道路の清掃
おもてなし

道路施設の整備（視点場）



あぶくまロマンチック街道地域活性化関係図

森林環境整備
国道399号

道路環境整備
部分拡幅

（建設事務所）
道路と里山の間

森林環境整備
（農林事務所）

（休耕田等）
環境整備

（地域住民が実施）

産業づくり
二地域居住
（地方振興局）



元気ふくしま取組事例元気ふくしま取組事例 ③③

郡山市中田地区 湯本温泉地区

～身の丈にあった取り組みを続ける～



元気ふくしま取組事例元気ふくしま取組事例 ④④

三島町早戸地区 伊南川沿川周辺地区

～身の丈にあった取り組みを続ける～



最近の新しい取り組み

道の駅「よつくら港」（いわき市四倉町）

これからの地域づくり

○県内20番目の「道の駅」として、平成21年12月26日に
いわき市の国道6号沿線にオープン。

川内村のブース
地元食材を生かした物販

天栄村のブース
地場野菜の物販

三島町のブ ス三島町のブース
地場山菜の物販

郡山市

道の駅管理運営団体道の駅管理運営団体「NPO
法人よつくらぶ」と川内村、
天栄村、三島町、桑折町等と

桑折町のブース

郡山市
柳橋歌舞伎の舞

実践!!

天栄村、 島町、桑折町等
の交流連携・ネットワークに

より、地域産業の6次化
、

農商工連携を実践!!

日本最古の自転車
「三元車」の展示

1次×2次×3次＝“6次産業”

ビジネス
コミュニティビジネス

地域ビジネス
コミュニティビジネス



地域づくり・まちづくりを支援する土木部の取り組み
～各建設事務所職員によるボランティア団体の取り組み～

相双おもしろ応援隊
３３名

きずなを深める会
８１名

地道にやってくべぇ
２４名

赤留塔寺線ｳｫｰｷﾝｸﾞ大会に
スタッフとして参加

【会津美 会津 】

やってみっ会

【会津美里町・会津坂下町】

いっしょにやっ会
５３名

４０名 中田地区の柳橋歌舞伎に
スタッフとして参加【郡山市】

ひと波会
１００名

みなもん倶楽部

でしゃばり隊
５４名

会津田島祇園祭に
スタッフとして参加

【南会津町】

みなもん倶楽部
２６名

新舞子海岸清掃に参加
【 わ 】【いわき市】

会員数 参加イベント数 延べ参加者数

８事務所合計 411 75 989

Ｈ２１ ボランティア活動状況 Ｈ２１．１２月現在



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました。


